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巻頭言

今日では､一つの国の経済的動向が世界経済に影響を及ぼすといった時代にあることは
誰もが認めるところです。世界は、広くて、同時に狭くなったとも言えるでしょう。か
つてのグローバリゼーションという概念は、次第に深みを増し、枠を広げ、質的にも量
的にも変化を遂げつつあるといっても過言ではありません。最近、日本の大学生の留学
志向が薄らいでいるとの指摘が多く見られます。その背景には、いろいろな問題があげ
られるでしょうが、いずれにしても、国内にとどまる内向き志向にあっては、これから

の日本社会は、どのような分野においても立ち行かないことは明らかです。言うまでも

なく、グローバリゼーションとは、単に外国に行く、外国語を話せる、文化を理解する
といったことにとどまるものではなく、国際社会を担う創造的な人材を、どう輩出する

のかという問いかけであるはずです。したがって、大学教育における社会的使命として
も、従来のスタイルから、さらに－歩進んだ教育のグローバル化が求められるようにな
りました。

徳島大学の学生を留学させて、外国から多くの留学生を招き入れるという課題は、新し
い時代に即した新国際感覚を身に付けた人材育成を図ることを根本的な目標とするこ

とによって、初めて、その意義を持つものと思われます。その意味では、短期間であっ

ても、外国の研究者、学生と交わる機会となるサマープログラムの重要性は、いささか

も留学者数の成果に劣るものではありません。サマープログラムを通じて、ぜひ留学し
たいと決意する徳島大学生や､徳島大学に関心を持つ外国人学生が少なからず現れてく

ることでしょう。何よりも、そのモチベーションの高まりこそが、教育のグローバル化
の第一歩となるものです。

2012年度においても、4つのサマープログラムが実施されました。訪れた学生は、欧

米、アジア、オセアニアと多岐にわたっています。徳島大学の学生にとっても専門的領
域や教養領域を通じた交流によって､少なからず世界へ目を向ける契機となったものと

確信しています。課題を抱えながらも毎年開催されるサマープログラムにおいて、問題

点を明らかにし、一つ一つを解決しながら、より充実したプログラムを立案し、さらに

多くの学生が参加できるような体制づくりに努力していく必要があることは言うまで
もありません。2012年度より、本学では、全学的な委員会として、サマープログラム

等実施委員会が立ち上がりました。関係諸組織である国際センター、国際課をはじめ、

各学部、各センターとも協力しながら、全学をあげた徳島大学独自のグローバリゼーシ

ョンが推進できればと思う次第です。

最後に、本年度における各サマープログラムに尽力された教員、事務職員の方々、参加
された学生、大学院生の皆さんに感謝の意を表します。

平成25年3月

荒木秀夫

サマープログラム等実施委員会委員長
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1沿革

(1)2008(H20)年度

6月文部科学省「平成20年度大学教育の国際化加速プログラム（国際共同・連携支

援；交流プログラム開発型）」に「英語力を基盤とする新国際化教育プログラム

ーサマープログラムと短期海外派遣による国際相互交流の推進一｣が採択された。

8月「サマープログラム2008」として2コースを実施した。

①ソシオテクノサイエンスコース（常三島キャンパス）

②ヘルスバイオサイエンスコース（蔵本キャンパス）

8月～H21年3月の間に「短期学生派遣プログラム」として3プログラムを実施した‘

①別研究プログラム

②リサーチプログラム

③短期語学研修プログラム

(2)2009(H21)年度

8月「サマープログラム2009」として2コースを実施した。

①ソシオテクノサイエンスコース（常三島キャンパス）

②ヘルスバイオサイエンスコース（蔵本キャンパス）

8月～12月の間に「短期学生派遣プログラム」として3プログラムを実施した‘

①特別研究プログラム

②サマーリサーチプログラム

③短期語学研修プログラム

(3)2010(H22)年度

8月「サマープログラム2010」として4コースを実施した‘
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①ソシオテクノサイエンスコース（常三島キャンパス）

②ヘルスバイオサイエンスコース（蔵本キャンパス）

③中国大連理工大学日本語教員研修コース（新蔵地区

④中国大連理工大学ソフトウェア学院学生日本文化体§

三島キャンパス）

吾教員研修コース（新蔵地区・常三島キャンパス）

トウエア学院学生日本文化体験･IT技術研修コース（常

(4)2011(H23)年度

7月～8月の間に「サマープログラム2011」として2コースを実施した。

①ソシオテクノサイエンスコース（常三島キャンパス）

②ヘルスバイオサイエンスコース（蔵本キャンパス）

(5)2012(H24)年度

6月～8月の間に「サマープログラム2012」として4コースを実施した。

①総合科学部サマースクール（常三島キャンパス）

②ヘルスバイオサイエンスコース（蔵本キャンパス）

③国際センターサマースクール「徳島であおう！」（新蔵地区）

④ソシオテクノサイエンスコース（常三島キャンパス）
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2サマープログラム2012

目的

徳島大学を海外にアピールし、海外から見た本学の価値を高める

学術交流協定校との関係を強化する

将来の優秀な本学留学生確保につなげる

徳島および日本を知ってもらい、徳島・日本を身近に感じてもらう

徳島大学の教員、職員、学生の国際化を図る

英語による授業を拡充する

１

２
３

4

５
６

実施概要
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開講コース

･平成24年6月17日～8月13日（8週間コース：6/17～8/13，4

週間コース：7/14～a/is:

総合科学部のサマースクール・プログラム

･平成24年7月29日～8月5E

医科学、口腔科学、薬科学、栄養生命科学、保健科学の各教育

部の統合医療学際教育英語プログラム

･平成24年8月1日～8月7E

国際センターサマースクール「徳島であおう」

･平成24年8月6日～8月12日

先端技術科学教育部の電気・電子工学コース、知能情報工学．

－ス、ナノテクノロジ一・マテリアルサイエンスエ学コース

各コースともに､海外の学生を対象とした英語又は日本語による短期

集中講義等を実施して、本学の学生を共に参加させる。

開講場可 ･徳島大学蔵本キャンパス、常三島キャンパス、新蔵地区

対象学生 ･学術交流協定校等からの留学生・教厚



･本学学生

主な内容 担当教員による講義、課外活動

単位麗定

徳島大学で短期集中講義等を実施し、受講者に修了証書を発行

受入留学生：派遣元大学で将来単位認定が可能く全コース）

徳島大学生：

ヘルスバイオサイエンスコース受講者

ソシオテクノサイエンスコース受講者講
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2.1総合科学部サマースクールプログラム
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2.1.1日程
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期 間

参加人数

8週間コース:2012年6月17日（日）～8月13日（月）

4週間コース：2012年7月14日（土）～8月13日（月）

8週間コース…ダブリンシテイ大学3名

4週間コース…ダブリンシテイ大学1名､アイルランドGalway国立大学1名、

慶北大学1名、青島理工大学2名、パサデイナシティ大学2名

日程：

○8週間コース

RegistrationandOrientation6月17日（日）

LecturesandPeerLearning6月18日（月）～8月7日（火）

Excursion7月14日（土）～7月15日（日）

InternationalStudentConference8月8日（水）～8月13日（月）

Graduation8月13日（月）

○4週間コース

RegistrationandOrientation7月14日（土）

LecturesandPeerLearning7月17日（火）～8月7日（火）

Excursion7月14日（土）～7月15日（日）

InternationalStudentConference8月8日（水）～8月13日（月）

Graduation8月13日（月）
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2.1.2講義概要
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実施期間8週間コース：2012年6月18日（月）～2012年8月7日（火）

4週間コース：2012年7月17日（火）～2012年8月7日（火）

場所総合科学部

講義内容

①
②
③

PenseesandArts

PeerLearning(Japanese-English)

Greatbooksreading-howtoseetheworld/Activelearningforsustainablesociety

development

Activelearningforglobalization

Brainsciencesofsocialability

PeerLearning(Japanese-English)

PeerLearning(Japanese-English)

Seminarformemorialbooks-Seekingforyourownselfandpresentsociety

Let'senjoydialectsthroughsurvey

PeerLearning(Japanese-English)

PeerLearning(Japanese-English)

PeerLearning(Japanese-English)

Activelearningforsustainablesociety

JapanesePhonetics/Activelearningforglobalizationbycross-culturalcommunications

GlobalEnvironmentandSustainableSociety

PeerLearning(Japanese-English)

BasicSeminar

BuriedCulturalHeritage1

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
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時間割 提 少 水 木 金

8:40-10:10 6 ⑰

10:25-11:5E ① ⑯ q ⑭

12:50-14:2C ② 匠 〔 ⑮

14:20-16:05 ③ ⑬ C ⑯

16:20-17:5C ④ ⑲ 、 ⑱



講師一覧

a●一

申＝｡“き…一夕
一
一
面
一

カンファレンス集合写真

ダンス体験
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大学院ソシオ・アーツ.アンド・サイエンス研究音 教授

大学院ソシオ・アーツ．アンド・サイエンス研究部

大学院ソシオ・アーツ．アンド・サイエンス研究部

大学院ソシオ・アーツ。アンド・サイエンス研究部

大学院ソシオ・アーツ。アンド。サイエンス研究部

大学院ソシオ・アーツ.アンド・サイエンス研究部

大学院ソシオ・アーツ．アンド・サイエンス研究部

埋蔵文化財調査室

教授
＝一一＝－＝一一一一■■＝■■一一一

教授

准教授
一一■■一一一一ー■■一一一＝一一

准教授

准教授

依岡隆児

真壁和裕

脅藤隆仁

山城考

中村皇

教授

教梧 岸江信介

大橋員
一一＝一一ー■■一一一一-一一一一一一一一-一‐
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2.1.3エクスカーション

日時：2012年7月14日（土）～2012年7月15日（日

◆剣山登頂

剣山山頂にて

総合科学部サマースクールの一環として、徳島大学生が留学生と共に徳島の自

然、文化を体験することを通じ、自国の文化と異文化に対する理解を深めるとと

もに､サマースクールにおける学習上の各自の課題を明確にするエクスカーショ

ンを実施した。

初日はあいにくの曇りの天候の中､見ノ越駐車場からリフトを使うことなく全

員頂上へ登ることができた｡留学生のほとんどが自然豊かな高山への登山を初め

て体験したためか､経験留学期間中における最も印象的であった経験にこの登山

を挙げた。翌日はコテージで各国のダンスを披露し、お互いに体験した後、穴吹

町の古民家では養蚕を、脇町のうだつの町並みでは古病院などを見学し、日本の

伝統的な生活スタイルについての意見交換をした。

このエクスカーションを通して､サマースクールの留学生と徳島大学生の交流

が進み、その後のビア学習における話題を具体的に描くとともに、お互いの意見

交換から学びあうスタイルを体験を通して確立していった。
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2.1.4修了証書

No．

FACULTYOFINTEGRATEDARTSANDSCIENCES
THEUNIVERSITYcFTOKUSHIMA
上&測睡lI1ij嘩判､i垣固．恥kuShimL麓L竜二唾』叩1，

gビpleiTihcr10，20]2

CERTiriCATEOF垣⑪1ⅦPﾛ』ETIOM

TO悪rHOMJCMAYCONCERN:

fvarne

DateofBirth:

I'rocrain:RumrtK:rSchoolPragnitninc
P駈恥d:Junc17』1012~August15,1012

Stii<JvCourse H0'i-irt>('Davs')

7h

Lecture(Nameol'Prci齢鮒m)
I.p･唾ccsandArts(IVof.MakotoOhashり
2．Activelearningfi>fSUSUtoablcsocietydevelopment
fProf.MakotoOliashi)
3.Activeleamint;,loryl《》Ijnli/.nlion(Prof.M鼠はいO趣幽i)
4.RrninsuicncesofsocUUabilin*(Prof,IiideoAraki)
5.Seminartornietnorinlbooks-Seekingforyourownself
itndiｺn̂enl-society-(ProfMalcoeot)hashi)
6.Let'sci1呼dialectsllirtmglisurvey!(Prof,ShinsukcKishie)
7.T丁怠mltoT路lUibalizcdinternationalcommunity
(1'raf.MQlfOtOC)附鯛砿〕

8-Activelearningforglobalizationbycmss-culrural

eommnnica-ti軸胴(I'ror.MakoluPbuohi)
9.t11obaliMiviromnenl畑idSustainableSoci弱『
いsspctaceProf.TakflhitOSuiio)
10,fiasicSeminar

(Prof.KazuliirnVlakahe,ヘ薄”組化Prol".TiidtisliiYamashiro)
11.HurledeulluralH恩蔵鵡e1(AssociateProf.YutakaXakanmia)

池
苅
紬

(,h

fill

SiCinamre

[I'isakulshikawa]

DeanofFacultvofIntegrated
Aitsand恩じ肥T1“鷺，

TheUiuversitvofT℃kusblma

OfficialTitle
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2.1.5アンケート集計結果

1．講義の受講はいかがでしたか？

Ifoundthelecturestobeinteresting.However,itwouldhavebeenveryhelpfulifwe

weregiventhetopicsbeforeclasssowecouldpreparekeywordstoassistusduringthe

lecture・Theoverlappingelementsinsomeofthelectureswasalsoofbenefitasithelped

ustorememberwhatwordsandideaswedidlearn.

ThewerequiteinterestingandIheardmanydifferentopinions.

最初はむずかしいと思ったけれどafterawhileIbecomeusedtoit.

Lectureswereoftenchallenging,understandingeverythingwasnotanoption.They

improvedmycommunicationskillsinJapanese.

楽しかったです。だいたい討論の授業だったので話せる機会ができてよかったです。

●

●
｜
｜
●
●
’

●

2．ビア学習はいかがでしたか？

PeerLearningvarieddrasticallyfrompersontoperson.Withsomestudentsitwasvery

easyaswehadsimilarinterestsorwegotonwelltogether.Whilewithothersitwas

moredifficultastheywereveryshyornotveryenthusiastic.Onthewholethough,it

wasanexcellentwaytomakefriendsandimprovemyJapanese,andhopefullytheir

English.

ItwasveryfunandImetmanynewfriends.

Itwasveryusefulforlearningkanjiandeverydaywords.

Ireallyenjoyedpeerlearning,itgavemeachancetotalkwithordinaryJapanese

citizensandIfeelhelpedimprovemyJapanesethemost.

いっぱい友達ができて嬉しかったです。

●

●
｜
｜
●
｜
●

●

3．剣山エクスカーションを通して何を学びましたか？

IgreatlyenjoyedthetriptoMt.Tsurugi,butIdidnotfindittobeabundantwith

Japanesecultureorhistory.InsteadIfoundittobeagreatteam-buildingexcursion.I

rememberitforthefunandthefriendsthatImaderatherthantheculturethatI

learnt・Ifpossible,itmaybebettertoorganisethisexcursionearlieronintheprogram

soastoraiseawarenessoftheprogram.

IlearnedthatJapanesepeoplemusthavegreatrespectfornatureandKamitoclimb

suchatallmountain.

Firstly,thosemountainsaretiredtoclimb・IntermsofJapanesenature,Ienjoyedthe

beautifulplantlifeonTsurugi.

●

●

●

4．国際学生会議はいかがでしたか？

－13－



ItwasveryinterestingandImetmanypeopleandmetmanyfriends.

色んな国の文化のことを知るようになりました。

Itwasagreatexperiencetomeetpeopleofalldifferentculturesandexchangeviewswith

them.

Theinternationalstudentconferencewasagreatchancetotalkaboutmyowncultureand

experienceabitofeveryoneeye's.Itwastonsoffun.

5．宿泊はいかがでしたか？

Ifoundtheaccommodationtobeoneofthebestpartsofthetrip.Ireallyenjoyedallof

myhomestays・ThepeoplewhomIstayedwithwereveryhelpfulandImadefriends

withthemandinsomecases,theirfamilies.

Itwasexcellent・Everyhouseholdandroomswereextremelykindandfriendly.

AccommodationwasverygoodandithelpedtoimprovemyJapaneselanguageskills.

Myaccommodationwasalsoexcellent.Firstly,Istayedwithastudentfor3weeksinhis

housewithhimandhisfamily.TheJapanesecountrysidewasbeautiful.Istayedwith

anotherstudent.

鮫子を作ったり海水浴をしたり楽しかったです。

●

●
●
●

●

6．日本語と日本文化を学ぶのに最も有効な体験は何でしたか？また、その理由は？

Ifoundpeer-learningandhomestaystobethebestwayoflearningmodernJapanese

cultureandindeedlanguage,Whenstayingwithafamily,veryrarelydothestudent's

familyspeakanyEnglish,thusitisimperativethatonespeakstotheminJapanese.

Whileinpeer-learning,youarerelaxedandcandiscussawiderangeoftopicsanduse

varioustoolstohelpexpressyourselfandbydoingso,improveyourJapanese/EngHsh.

Accommodation.ItwasnecessarytoconveymylikesanddislikestothepersonIwas

stayingwith.

阿波踊りの浴衣の着付け。とっても新鮮な体験でした。

●

●

●

7.サマースクールは有益でしたか？

Ihavefoundthissummerschooltobeincrediblybeneficialtomeacademically・Before

goingtoJapan,IhadnorealexperiencespeakingJapaneseandasaresultverylittle

confidenceindoingso．Afterthesummerschool,Iamnowconfidentinexpressing

simpletoslightlymoredifficultJapanesespeech.Ihavealsofounditusefulasithas

●
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clarifiedformewhereIwillgoinmycompulsoryyearabroadformydegree

programme.

Yes

Yes

ナレ：はい。外国の友達ができることはすごく素敵なことです。

●
●
●

8．サマースクールの改善点は？

Duringthesummerschool,IwouldhavegreatlyappreciatedaJapanesegrammar

class・Evenifitwasonlyonehouraweek,asPeerlearningwasexcellentforlearning

vocabulary,however,Ifeelthatitwasquiteineffectiveforlearninggrammarasthe

Japanesestudentsrarelycorrectedourmistakesaslongaswegotthepointacross・I

alsowouldhavelikedtofinishearlierperhapsoneortwodaysaweek.Forexample,On

WednesdayandFridaywewouldfinishat3p.m.insteadoftheusual7p.、.+1feelthatI

didn'tgettoseealotofTokushimaconsideringhowlongIspentthereandIthinkthat

thiswouldbeagreatimprovementtotheprogramme.

Putmoreemphasisincultureinthelecture.

Bringmorepeerlearningstudents.

もっと日本の文化のことについての体験ができたらいいと思います。

●

●
●
●
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本年度、総合科学部サマースクール・プログラムが新たに開講されました。総合科学

部が2012年4月に学術交流協定を結んだばかりのアイルランド・ダブリンシティー

大学に加え、「地域社会人ボランティアを活用した教養教育～地域に広がる知の循環型

社会の構築を目指して～文部科学省質の高い大学教育推進プログラム(平成20年度

～平成22年度）」において徳島大学と交流の始まった中国、韓国、アメリカの大学か

ら、8週コースに3名、4週コースに7名の参加がありました。

参加者は、総合科学部と全学共通教育の開講する日本の言語・歴史・文化あるいは環

境問題と持続可能な社会を題材としたCommunication-basedLearningの授業を受講し

ました。自国の歴史・文化と比較するなどから、教室内での議論を通じて学んでいきま

した。

また、本学日本人学生とともにビア学習を通じた課外活動の時間を設けました。ビア

学習は国境を越えた学生間の良い人間関係を作るために最も有効な手段であると考え

られます。相手の母国語をお互いに学ぶことは、ビア学習の効果を高めるもっとも良い

手段となります。留学生と日本人学生のパートナーを決め、日本人学生は相手の留学生

との日常会話の中から英語・中国語・韓国語の会話力を向上することができ、留学生は

日本語と日本の文化についての理解を深めることができる。ビア学習においてお互いの

文化・歴史・考え方などを交流することから異文化理解の重要性を学ぶとともに、留学

生は日本語を使う、日本人学生は英語・中国語・韓国語を使う機会となりました。

異なる価値観を持つ人との議論は､新たなアイデアを生み出すうえでも重要であるこ

とを認識するのに役立つであろうということで、サマースクールの最後の週に

InternationalStudentConferenceを実施しました。国境を越えた多くの人に共通の話題

として「歴史」、「文化」、「大学教育」、「次世代への環境問題」をテーマにプレゼ

ンテーションとワークショップが行われました。2日の会期のうち、初日はSTSサマ

ースクールと合同で実施することで、話し合われる内容が充実するだけでなく、議論の

進め方．どうやってまとめていくかといったコミュニケーションスキルを体験的に学ぶ

ことができました。

本プログラムでは、体験に基づく学びを重視した。会話の主題として、体験に基づい

た主題を多く取り扱うよう配慮した。こうした体験として、徳島の伝統文化としての阿

波踊り、藍染め、陶芸、エクスカーション（剣山登山、伝統的な日本家屋訪問）などを

実施しました。
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2.2.1日程
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期間：2012年7月29日（日）～8月5日（日）

参加人数：40名［内訳…天津医科大学3名、安東大学2名、ハントウアー大学3名、モ

ンゴル健康科学大学21名、マレーシア工科大学1名、徳島大学10名］

日程：☆7月29日は到着日。事前に集合時間・場所は連絡済。

1日目：7月29日（日）

15:30- 徳島駅集合一ホテルチエックインーオリエンテーション

2日目：7月30日（月

8:10 バス停案内（蔵本キャンパスまで公共のバスで移動） バス停新田

9:00－9:3〔 オリエンテーション 医学基礎B棟1F

9:30-10:0( 開講式 基礎第一講義萱

10:30-12:0( 講義①MorphologicalMethodsforMedical 医学基礎B棟2F

SciencesI 基礎第二講義皇

坂下直実教授(HBS・医科学教育部）

12:00-13:3( 昼食

13:30-15:0( 講義②MorphologicalMethodsforMedical 医学基礎B棟2F

SciencesH 基礎第二講義萱

堀口英久准教授(HBS・医科学教育部）

15:10-16:4( 講義③GeneAnalysisTechniquesI

親泊政一教授・岡崎拓教授（疾患プロテオゲノ

ム研究センター）

16:40-17:0( 奨学金授与

17:00- バス停案内 バス停医学部向

3日目：7月31日（火

8:50-10:2C 講義④GeneAnalysisTechniquesn 医学基礎B棟2F

高漬洋介教授・篠原康雄教授・片桐豊雅教授 基礎第二講義言

(疾患プロテオゲノム研究センター）

10:30-12:0( 講義⑤AntibodyExperimentsinBiochemistryI

宮本賢一教授(HBS・栄養生命科学教育部）

12:00-13:3（ 昼食

13:30-15:0（ 講義⑥GeneAnalysisTechniquesIH 医学基礎B棟2F

福井裕行教授・水口博之准教授(HBS・薬科学教 基礎第二講義言
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育部；

15:10-16:40 講義⑦GelIandTissueCultureI

東雅之教授(HBS・口腔科学教育部）

4日目：8月1日（水）

8:50-10:20 講義⑧GelIandTissueCulturen 医学基礎B棟2F

羽地達次教授(HBS・口腔科学教育部） 基礎第二講義旨

10:30- 徳島大学学内研究室訪問・教員との面談 蔵本キャンパフ

5日目：8月2日（木）

8:50-10:20 講義⑨Collagen-sensitivemicroscop 医学基礎B棟2F

安井武史教授(STS・先端技術科学教育部） 基礎第二講義皇

10:30-12:00 講義⑩GeneAnalysisTechniquesIV

伊藤孝司教授(HBS・薬科学教育部】

12:00-13:30 昼食

13:30-15:00 講義⑪ClinicalOncology&Bioimaging 医学基礎B棟2F

近藤和也教授・久保均准教授(HBS・保健科学 基礎第二講義旨

教育部I

15:10-16:40 講義⑫AntibodyExperimentsinBiochemistryn
二川健教授(HBS・栄養生命科学教育部）

6日目：8月3日（金）

8:50-10:2i 講義⑬ProteinExperiments] 医学基礎B棟2F

福井清教授（疾患酵素学研究センター） 基礎第二講義旨

10:30-12:00 講義⑭ProteinExperimentsn

頼田和子助教（疾患酵素学研究センター）

12:30-13:00 修了式

13:15-14:15 フェアウェルパーティー エルボ

7日目：8月4日（土）

9:0（ ホテル前集合（海外からの参加者のみ） ビジネスホテル東

船蛎

9:3（ 蔵本キャンパス集合（学内からの参加者のみ） 長井記念ホール前

9:45-10:4 藍染体験 藍の館

11:00-12:45 昼食・買い物 ゆめタウン徳屋

13:15-14:15 渦潮見学 渦の道

14:50-16:00 阿波踊り見学・体験 阿波おどり会創

※阿波観光バス利用、帰りはそのままホテル・蔵本キヤンパスヘ。

8日目：8月5日（日）

ホテルチェックアウト一帰国
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2.2.2講義概要
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実施期間2012年7月30日（月）～2012年8月3日（金）

場所医学基礎B棟基礎第二講義室

テーマ"GlobalTopicsofInterdisciplinaryHealthCare"

講義内容

1.CellandTissueCulture

1)FromBasictoClinic

2)ApplicationofcellcultureexperimentstooralSciences

2．ProteinExperiments

1)ExpressionandPurificationofRecombinantProteins

2)CharacterizationandProteomicsAnalysis

3)CrystallizationandX-rayCrystallography

3.AntibodyExperimentsinBiochemistry

1)Westernblotting

2)Immunoprecipitationexperiment

3)ELISAandRIA

4.Morphologicalmethodsformedicalsciences

1)Basictechniquesformorphologicalresearches

2)Recentadvancesofmorphologicalresearches

5．Geneanalysistechniques1

6．

7．

8．

1)mRNAdetectionbyNorthernblottingandQRT-PCR/real-timePCR

2)insituhybridization

3)Assessmentofpromoterregionbyluciferaseassayandgelshi廿assay

4)siRNA,itsprincipleandprotocol

Geneanalysistechniques2

1)Genomeanalysisofautoimmunediseases

2)SNPanalysisforidentifyingdiseasesusceptibilityinhuman

3)Geneexpressionprofilingandcancerdrugdiscovery

4)Real-timemonitoringofendoplasmicreticulumstresssignaling

ClinicaloncologyandBioimaging

1)Geneanalysisinoncology

2)Bioimagingわrhealthscience

Interdisciplinaryfieldofmedicineandengineering
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講師一覧

教授

一
二

一
一

フェアウェルパーティーにて 開講式
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ヘルスバイオサイエンス研究部･医科学教育音’
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ヘルスバイオサイエンス研究部･医科学教育部

疾患プロテオゲノム研究センター

疾患プロテオゲノム研究センター

疾患プロテオゲノム研究センター

疾患プロテオゲノム研究センター

疾患プロテオゲノム研究センター

ヘルスバイオサイエンス研究部･栄養生命科学教育部
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ヘルスバイオサイエンス研究部･薬科学教育音’

ヘルスバイオサイエンス研究部･薬科学教育部

ヘルスバイオサイエンス研究部･口腔科学教育部

ヘルスバイオサイエンス研究部･口腔科学教育部
一一一一一ワーーーーーー一一一ー一一一一一ー一一一ーーー一一一＝一＝一一一一一一一一一一－一一一ー一画一一一＝－－－－－ローーーー■■－－－－■

ソシオテクノサイエンス研究部

ヘルスバイオサイエンス研究部･薬科学教育音’
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2.2.3エクスカーション

日時：2012年8月4日（土）9:00~17:30

◆藍染体験9:45~10:45藍住町歴史館藍の館

◆渦潮見学13:15~14:15徳島県立渦の道

鳴門の渦を見てみなさん感激していまし

た。海を初めて見た参加者もいたので、

感動は大きかったようです。

グループに分かれて藍

染を体験！色んな柄の

藍染を作って楽しんで

いました。

◆阿波踊り見学”体験14:50~16:00阿波おどり会館

一

ｰ

みんなで輪になって阿波踊り体験1初めての2拍子体

験に大はしゃぎしていました。

喪
齢
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2.2.4修了証書
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2.2.5アンケート集計結果

くプログラム全体アンケート＞

PROGRAMQUESTIONNAIRE

Thisisaquestionnairetoallstudentsandsupervisorswhoattendthe"UTSummer

Program2012."Pleaseanswereachitembelow.

1)Pleasegiveusinformationofyourself(Pleasecircle)

1.MasterCourseGraduateStudent(20名)6.AssistantProfessor

2.DoctoralCourseGraduateStudent(15名)7.AssociateProfessor

3.LaboratoryTechnician 8.Professor

4.Scientist/TeachingStaff9.0thers(Pleasespecify:Researcher(2名）、

5.Lecturer(2名)freshgraduate(1名))

2)Pleasetellusyouraffiliation(withnamesofthedepartment,institute,universityand

country)

○天津医科大学大学院（3名）

MedicinalChemistry(1名）、Pharmacology(2名）

○安東大学（2名）

Biology(1名）、FoodandNutrition(1名）

○ハントゥアー大学（3名）

Oralandmaxillofacialsurgery(1名）、Endodontic(1名）、Periodontia(1名）

○モンゴル健康科学大学（21名）

Biomedicalresearcher(1名）、DentalSchoolofHSUM(1名）、Dermatology

（2名）、Genetics(1名）、grossanatomy(1名）、Haematology(1名）、

Hospitalpharmacist(1名）、Immunology(1名）、MedicalDoctor(1名）、

MedicalSocialWork(1名）、Pathophysiology(2名）、Pharmacist(4名）、

PublicHealth&Nursing(1名)､PublicHealthAdministration(1名)､Venereology

（1名）、未記入（1名）

○徳島大学(10名）

医科学教育部（5名）、口腔科学教育部（5名）
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計40名

3)Pleasetellusyourfieldofstudy(indetail)(cf.Biochemistry,Immunology,etc)

4)Wastheprogram,fromtheacademicpointofview,satisfactoryfOryou？(PIease

circle)

※4.5（1名）

5)PIeasetelluswhatshouldbeimpmvedifyoumarkedl-3inItem4above？

各講義について、事前に内容を知りたかった

6)WasaccommodationsatisfactoⅣfOryou？Pleasewritecomments．

<はい〉

・サービスも設備もすばらしかった

・環境に恵まれていて、毎日阿波踊りを見ることができた

・ホテル滞在ではなくホームステイにすると、さらに徳島に愛着が湧いたと思う

・何をするにも便利で快適だった

・スタッフは親切で、環境もよかったので、来年以降も滞在先はこのホテルにし

てほしい

・設備が充実していて、とても満足

・友人の家での宿泊を許可してほしい

・立地環境が最高だった

くいいえ〉

・インターネットの接続ができなかった

・蔵本キャンパスから少し遠かった

7)WasthisJapaneseCultureExperienceProgramsatisfactoⅣfOryou？PIeasewrite

yourcomments.

－24－
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AI-NO-YAKATA(IndigoDyingExperienceSpace)

自然の染料でハンカチを染めるという、とてもいい経験ができた

藍染のような染物の歴史が好きで、今回はいい経験ができたと思う

自然な色に心が癒される、すばらしいハンカチを作ることができた

このような日本の伝統芸術は好きで、また家族と来たいと思った

日本の染物の技術がすばらしいと思った

藍染は日本で一番美しい伝統芸術だと思った

自分で作ったものを持ち帰ることができるので嬉しい

もう一度来たいと思った

母国にも同様の文化があるが、実際に体験したのは初めてだった

藍染を研究してみたいと思った

日本人の生活や、伝統文化を感じることができた

藍から染料となる成分を抽出する技術や、また徳島の人々にとって藍染がどれ

ほど大切だったかということまで学ぶことができた

母国にもっと歴史の深い染物がある

ずっと見たかった日本の古民家を見ることができ、嬉しかった

UZU-NO-MICHI(WhirlpoolinNaruto)

今まで渦潮を見たことはなく、世界で一番きれいな場所だと思った

とても力強く、少し怖かった

世界最大級の渦潮を見ることができたので、このプログラムに参加して本当に

よかったと思う

今回はあまり大きな渦を見ることができず、残念だった

海を見るのは初めてで、その上渦潮を見ることができて感動した

忘れられない思い出となった

鳴門の渦潮は母国でも有名で、実際に見ることができてとても感激した

小さな渦をいくつか写真におさめることができてよかった

橋の上からの眺めがとてもよかった

自然に恵まれていて、とても美しいところだと思った

日本の橋を架ける技術はすばらしく、勤勉な日本人だからこそ、このような建

造物をつくることができるのだと思った

今まで見た中で、一番素晴らしい橋だと思った

AWA-ODORI-KAIKAN(AwaDance)
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踊り子が着ている着物はカラフルで美しく、一緒に踊るのはとても楽しかった

日々のストレスを忘れ、自由に踊ることができて最高だった

阿波踊りを習いたいと思った

阿波踊りを実際に見ることができ、また踊ることもできて幸せだった

阿波踊りは覚えやすく、とてもおもしろかった

着物を着て阿波踊りを踊りたいと思った

もう少し踊っていたかった

履いているものが独特だった

リズムも踊りもとてもよかった

一年中阿波踊りを楽しむことができ、また徳島県のお土産もそろっているの

で、素晴らしいところだと思った

ここにいる人たちの、ふるさとの文化を愛する心が伝わってきた

力強い音楽で、我を忘れて踊ることができた

簡単そうで、意外と難しかった

家族にも阿波踊りを見せたいと思った

8)Doyourecommendyourjuniorstoattendour"SummerProgram2013",ifweholdit

nextyear?(Pleasecircle)

9)Afterattendingtheprogram,doyouthinkyouwillapplyforourPhDprogramor

recommendyourfriendsiuniorstodoso？

【その他の意見】

・今回得たものを今後の研究に生かしたい

・各分野の様々な情報を得ることができ、有意義だった
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研究室訪問はとても興味深かった

温かい歓迎をしていただき、ありがとうございました

体験的な講義があればもっとよかった

配布資料にバスの時刻表があったので、バスを待つ必要もなく、便利だった

またこの国のこの街に戻ってきたいと思う

ラボツアーでは、充実した設備を見ることができてよかった

徳島県は自由で、快適で、親切な人ばかりで、安全なところだと思った

研究のレベルがとても高く、一方でとても親しみやすい、すばらしい先生方ばかり

だと思った

Thankyouverymuchforyourcooperation!!

＜研究室訪問受入教員アンケート＞

1．良かった点

・初めて受け入れをさせていただきましたが、ゆっくり話す時間が取れ、相互理解が

深まり、貴重な機会でした。

モンゴルとの友好関係に一役買えた。

30分ですのでとくにありません。

今回、はじめてサマープログラム・ラボツアーの参加学生の受け入れさせていただ

きましたが、専門分野が異なるにもかかわらず参加学生は真筆な態度で説明を聴い

ておりました。研究室内の案内を担当した教員にとっても英語でのコミュニケーシ

ョンを実践するよい機会となったようです。

研究室を訪れた学生は天津薬科大学の女子学生で、こちらの説明をよく聴いていた

ようである。

特に、徳島大学と大学間交流のある、海外の大学から参加された方にとって、ラボ

ツアーは将来の留学を見据えた、良い機会となると思われる。

多くの外国人研究者、学生に、徳島大学の魅力をわかってもらえる、良い機会にも

なっている。

こちらの紹介ばかりではなく、インドネシアの大学ではどのような研究体制でどの

ような研究を行っているのか､また診療はどのようであるかなどを知ることができ、

自分自身も見分を広めることができた。

当教室で行っている研究内容や診療についての紹介を英語で行うことで、英語プレ

ゼンテーションの勉強になった。上記交流を通して名刺交換なども行った。今後の

交流に発展させることができればと思う。

案内役の留学生が気配りのできる大学院生だったので、案内がスムーズに行えた。
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学内に多くの留学生が在学しているのが分かって良かった。

2．改善が必要な点

・来訪者が何を知りたいか、ニーズがわかっていると、適切な対応ができたのではな

いかと思いました。

特にないが、お互い英語が今ひとつだったのでコミュニケーションが取りにくかっ

た。それはそれで楽しかったが、、

あらかじめ参加者のバックグラウンドを知っていれば、それにあわせた対応ができ

ると思います。簡単な履歴だけでもいいと思います。

改善が必要という訳ではないが、一方で、ツアーはやらないといけない課題と捉え

ているようにみられる点もあった。このツアーが、参加者にどのようにプラスにな

るのかということが不明であった。

ラボツアー終了後は自由解散とのことでしたが、参加学生にはそのことが十分に伝

わっていなかったようです。

もしできれば事前に当該学生の大学・学年・専攻、興味ある分野などの情報がある

と、より希望に沿うような説明が可能となると思われる。

ラボツアーの希望と、その日程について、もう少し早めに（1-2ヵ月前？）知らせ

ていただければ幸いです。

参加者の希望（診療室見学希望等）が当日に分かったこと。

事前に「サマープログラム」実施に関してのこれまでの経緯、実施の趣旨・目的、

全参加学生の所属等を各部局・受け入れ教員に周知して頂ければ､事前により周到

な準備ができたと思う。今回は、受け入れ前にそのような情報がなく、対応に迷っ

た点もあります｡参加学生が何を知りたいのか？何を目的で徳島大学を訪問したか

が事前に知りたい。

この事業の担当は国際センターでなく、共通教育センターか？

3．その他（ご忌揮のないご意見をお聞かせいただけましたらと存じます）

・徳島大学の理解につながる貴重な機会だと思います。今回看護領域の方が3人おら

れました。ほかの方についてはわからないのですが、ラボツアーに来られた一人の方の

研究は基礎医学領域の研究をされているようでしたが、参加者が多様になれば、講義内

容にも工夫が必要になるのではないかと思いました。
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お世話いただく皆様方が大変ご苦労だと思います。感謝しています。ありがとうござ

いました。

・モンゴルの大学に視察に行ってみたい。

。特になし､ご苦労様でした。

。予め参加者の希望を知ることができれば、より充実したラボツアーとなるのではな

いかと思った。
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平成23年度よりスタートした留学生交流支援制度（シヨートステイ、シヨートビジ

ットプログラム)は､日本人学生と外国人学生の双方向交流の推進を目的としたもので、

徳島大学「ヘルスバイオサイエンス研究部統合大学院サマープログラム」はショートス

テイプログラムとして平成24年度も採択され、本学蔵本キャンパスにて、7月29日か

ら8月5日まで開催された。

本プログラムは､医療教育開発センターにより開発された統合医療学際教育英語プロ

グラム(健康生命科学系各教育部統合大学院)に夏期集中講義として新たな授業科目｢国

際統合医療特論」を開講し、本学が特色とする生命科学学際領域の最先端の研究手法と

最新の研究成果を教授するものである｡本学大学院生が外国人留学生とともに切瑳琢磨

する環境で学習できる、夏季に開催致した。本プログラムを通して、学生の「英語によ

るコミュニケーション能力の向上」とそれによる「教育の国際化」を目指した。

本年で5年目となる本プログラムでは、中国、韓国、インドネシア、マレーシア、モ

ンゴルの学術交流協定校等から30名と学内から10名の大学院生合計40名が参加した。

参加者は、医科学、口腔科学、薬科学、栄養生命科学、保健科学の大学院各教育部が提

供し、疾患酵素学、疾患プロテオゲノムの両研究センター、ソシオテクノサイエンス研

究部が協力し実施する「統合医療学際教育英語プログラム」を受講し、健康生命科学諸

領域を包含する最先端の研究手法と最新の研究成果を修得した。

さらに、ラボラトリーツアーでは各学生が興味を持つ専門分野の研究室を訪問して、

facetofaceで教員と出会い、実験・研究の現場を体験した。これらの教育プログラム

の実施にあたっては、医療教育開発センターが、全ての講義の実施調整とe-learning教
材作成を担当した。

1週間のプログラムの間には､徳島の伝統文化である藍染体験や阿波踊りなどの日本

文化体験も国際センターの協力で実施され､最終日には全員が香川学長からの修了証書

を授与された。
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海外からの参加者には、本学大学院への進学を希望する者もあり、早速専攻領域の笑

生方との面談を申し込む熱意が感じられ､今後の本学への優秀で向学心溢れる正規留学

生の増加が期待された。

鋤綱■■剛
画一一一
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2.3国際センターサマースクール「徳島であおう！」
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2.3.1日程
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期間：2012年8月1日（水）～8月7日（火）

参加人数：48名［内訳…北京航空航天大学3名、大連理工大学15名、南通大学2名、

韓国海洋大学校1名、ガジヤマダ大学6名、ハントウアー大学3名、モンゴル健康科学大

学2名、上海商学院5名、国立台湾嘉義大学4名、逢甲大学3名、国立解東商業技術学院2

名、HealthCollegeofSTIKESAISYIAH2名］

※徳島大学留学生13名、徳島大学日本人学生約50名も活動に参加。

☆7月31日は到着日。事前に集合時間・場所は連絡済。

1日目：7月31日（火I

15:30- 徳島駅集合一ホテル・しん<ら会館チェックイン

2日目：8月1日（水）

8:15 ホテルから講義室まで案内（徒歩 阿波観光ホテル→日

亜会館

9:00-9:20 開講式 日亜会館2F

9:30-10:20 オリエンテーション（生活面・学習面） 国際センター講義皇

10:30-11:50 ｢留学生による日本・徳島紹介‘

12:00-13:30 昼食 常三島キャンパス

13:30-16:00 キャンパスツアー（研究室訪問14:30より開始 蔵本キャンパス

17:00-19:00 多文化交流会 常三島生協食堂2F

3日目:8月2日（木）

9:30-10:00 日本文化体験オリエンテーション 日亜会館2F

国際センター講義室

10:00-12:10 日本文化体験（茶道体験・和楽器体験） ・しんくら会館

12:10-13:30 昼食

13:30-14:50 異文化GroupWork 日亜会館2F

15:00-16:30 徳島大学紹介 国際センター講義室

4日目：8月3日（金）

9:15 新蔵集合（しんくら会館宿泊者） 日亜会館前

9:30 ホテル前集合（阿波観光ホテル宿泊者） 阿波観光ホテル
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10:00-14:3（ 大塚製薬株式会社企業見学 大塚製薬株式会社

14:30-15:3〔 藍染体験 藍の館

※阿波観光バス利用、帰りはそのままホテル・しんくら会館へ

5日目：8月4日（土

10:00- ｢日本人と日本社会理解講座‘ 日亜会館2F

国際センター講義室

13:00- ホームステイ（1日目）

6日目：8月5日（日

終E ホームステイ（2日目）

※ホームステイ不参加の学生のうち、希望者のみ「ともにプラザ」にて落語鑑賞‘

7日目：8月6日（月

10:00-10:4! 意見交換釜 日亜会館2F

11:00-11:3C 修了式 国際センター講義室

11:30-13:0C 茶話会

8日目：8月7日（火

ホテル・しん<ら会館チェックアウト－帰国

※インドネシアからの参加者1名の到着が遅れ、多文化交流会からの参加となった‘
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2.3.2講義概要

実施期間

場所

講師一覧

2012年8月1日（水）～2012年8月6日（月＞

日亜会館2F国際センター講義室他（日程参照）

国際センター

国際センター

国際センター
F一一一ー一一一一一一一一－一一ー一一＝ーー一一一一一■■ー一一一一一一一一一一ーーー一一一一一ーー＝ー＝ー■■一一ー■■＝一一一一一-一一ーー一一一ー一一一一一一一一一一

国際センター

国際センター

一一ー一一一一一一一‐ロ－－1■腸■■－－－一一■■一一一＝－

pーローーー■■ー‐■■ー一一一一－一一一一‐一一一一一ー一一‐一一‐ｰ可■ローーーーー■■一一一一一一一一.■－－－‐一一‐一一ー－－ー-ーｰー＝可■Pー一一■■一一一一-一一■Ⅱ■一一申

国際センター

＝■■一一一一一ー一一一一一一‐一一一-一ｰ一-一可■'一一■■一一一一-一一一一一一‐

教授

教授

教授

准教授

准教授

国際プランナー

金成海
一一一一‐■■一一一一‐＝一一q■､一

大石寧子

一一一一一－－－－－＝ﾛ■

Gehrtz三隅友子

坂田浩

橋本智

竹内光恵

開講豆 異文化GroupWorkに一

随一

講義風景
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日時：2012年8月3日（金）

○大塚製薬企業見学10:00~14:00

大塚製薬工場に一

○藍染体験14:30~15:30

零鋒蕊繊 静鎧鷺晦

2.3.3エクスカーション

鍵鱗蕊

－35－

大塚製薬でオロナミンCの製造

現場を見学。「オロナミンCって

何？」という質問もありました

が、日本の技術力に感心していま

した。

藍染体験を初めてする

人がほとんどで､白い布

が藍色に染まっていく

のを見て､感動していま

した。

隣にある藍染屋敷を探

索して､日本の古民家と

その歴史に興味を持っ

ていました。



23.4修了証書

)底

皇茎と二ぞぅ言恵毒喜ごノ、---

し、卿 範絢航鮒抑f虹血加鋤如亙
全

ISTOCERTIFICATETHAT

■■■笹一画■■'･一■■■’'－－■■■■

hascompleted

theprogram

、－1ノ

of

InternationalSummerSchool

inTokushima(ISST),2012;

"Gettogether"attheUniversityofTokushima

1stAugust-7thAugust,2012

－－、

』ル卿‘） ﾗ扉硫一

蛭
じ
〃

SU3U型uKAGAWA倉延D,PkD.

Presid季γ'T

TheUniv画道ityofTok画昌避ma，

-JAPAN

YoakikisaTAKAISHIう垂Dも

VicePi尋雨3口誌

Esec直直veDiｪ巳ctorforEdu便ation罰五

Stngp滴rA侭討貧

Directorof亜十PT内員汽lonalα叩､十壷

rも星むちi坪垂包tyof恥と亘主i画ﾕa

JAPAN

『~、

以

≧騰廷全茎豊三二苛竜 Eブ画

－36－



bー b宇早L●4C●●凸｡●●■‐ー~●ー ■~‐一白一幸やーUヨー■ー 町｡■町■■｡､｡｡■－9司e→〆LP●凸③0色■■q4■q●■q4■らg二＄一己一■P■｡｡OG●OG●4巳｡O令●0‐ー■“■~ー …ー●ーーー■○訂－－0ー旬｡~一毛一■④尭一qー ■p和■つむ←■蝉向①~4■勺4韓一ー $■■も甲庁｡ー｡■輔■早b与凸ら伊凸巳ロユ巳早凸巳自U与9-9竜＝ー5｡▲ら｡■■口4①｡4ea0やa0や曲一一●藍~~~~~~~マーーーーーーーーーーーマ~~寺子一~~~守-勺■0｡■~■0屯e式e▽●ー~●ー 血｡つ■｡c①●■Fニムーームム一一一ムーームーーム､一一一二ニーームムーム~~一一一一

2.3.5アンケート集計結果
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PROGRAMQUESTIONNAIRE

Thisistheques伽""a"eわa〃studentswhoattendthe'Vnterna伽naﾉSummerSchooﾉat

theUniveﾉsityofTokushﾉma2012."Pﾉeaseanswereachitembeﾉow.

1)Pleasetellusyouraffiliation(withnamesofthedepartment,institute,universityand

country)

中国25名

・上海商学院5名

・大連理工大学15名

・南通大学2名

・北京航空航天大学3名

インドネシア11名

・ガジャマダ大学6名

・ハントウアー大学3名

HealthCollegeofSTIKESAISYIAH2名

台湾9名

・国立台湾嘉義大学4名

・逢甲大学3名

・国立解東商業技術学院2名

モンゴル2名

モンゴル健康科学大学2名

韓国1名

韓国海洋大学校1名

計48名

2)Pleasetellusyourfieldofstudy(cf.Japaneseliterature,Biochemistry,Immunology,

etc)

So廿wareEngineering15名
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Dentistry9名

Japanese8名

AutomationScience3名

DiplomaIVofMidwifery2名

HistoryandGeography2名

InternationalTrade2名

Medicine2名

VisualArts2名

LandManagement1名

Nursing1名

ShippingManagement1名

3)DidthisprogramhaveapositiveimpactfOryourstudy？(PIeasecircle）

4)Pleasetelluswhatinthisprogramwasgoodforyou,ifyoumarked4or5initem3

above.

日本文化体験

・お茶を飲む時のマナーを学ぶことができた

・日本の伝統文化を体で感じることができた

・尺八・三味線の演奏を聞くことができた

多文化交流会

・現代化している日本ではあるが、阿波踊りを見て、日本人のふるさとの文化へ

の愛情を感じた

キャンパスツアー

・日本の大学生活を体験することができた

・大学病院を訪れ、最新の設備や看護師の礼儀正しさに驚いた

・徳島大学歯学部について知ることができた

企業見学・藍染体験

－38－
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・最新技術を見学できた

・日本人の環境に対する配慮を感じた

・藍染を体験できた

ホームステイ

・日本人の生活様式を含め、日本文化を深く知ることができた

・親切な家族の家に、友達と二人で宿泊することができた

・日本での生活を体験することができた

その他

・日本文化を体験するのは初めてで、すべてが新鮮だった

・日本人と話し、日本語を学ぶことができた

・日本料理が予想以上においしかった

・色々な国の人と知り合いになることができた

・英語を学ぶことができた

・日本人の礼儀など、帰国後の生活にも生かしたいと思えるような大切なことを

学んだ

・ここで経験したことすべてがよかった

・将来、自身の向上のため、日本での留学を考えるようになった

・日本人の友達ができた

・視野を広げることができた

・徳島の方言を学ぶことができた

・日本の大学について知ることができた

5)Pleasetelluswhatshouldbeimprovedifyoumarked1-3inItem3above.

ホテルから大学までが遠かった

6)WeretheJapaneseculturalactivitiessatis伯ctoⅣfbryou？Pleasewriteyour

comment.

TeaCeremonv
づ

･母国とは異なった、日本の伝統文化を学ぶことができた

｡他の国では体験できないことを体験することができた

｡お茶もお菓子もおいしかった
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・正座は足がしびれて痛かったが、いい経験をした

・テレビでは見ていたが、実際に体験するのは初めてだった

・お茶の作法は、複雑だが大切なものだと感じた

・お茶の作法が優雅だった

・お茶はおいしくなかった

・日本文化を身近に感じることができた

・中国の茶道と似ている

・お茶の先生が懇切丁寧に教えてくれて嬉しかった

・生活をするうえで必要な作法を学んだ

．とても重要な文化だと感じた

・神経が研ぎ澄まされるような雰囲気だった

・こんなおいしいお茶を飲んだことはない

・茶道の歴史を教えてほしかった

・以前に経験したことがあるが、今回さらに正確に作法を知ることができた

・以前から日本の茶道を経験することが夢だったので、今回体験できて本当によか

った

・日本の茶道は有名なので、体験できてよかった

JapaneseTraditionalMusicalInstruments

･初めて聞く音楽で、とても新鮮だった

。とても興味深かった

．楽器の音を聞くときの、藻とした雰囲気が独特だった

｡中国の音楽とは異なり、しんみりしていて、少し怖かった

｡日本独特の楽器や服はとても魅力的だった

．とてもすばらしく、演奏していた楽器を購入したいと思った

．とても落ち着いた気分にさせてくれた

．中国では音符は7つだが、日本は5つしかないことに驚いた

.今回聞いたすべての音楽には隠された意味があると感じた

・リズムも歌も美しかった

・日本の笛を吹くことができて、楽しかった

.尺八も三味線も琴も、音がすばらしかった

．ショックを受けた

｡母国の音楽との違いを知ることは、とても興味深かった

。力強さを感じた
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．特に印象的ではなかった

EnglishRakugo(onlyforthosewhojoinedit)

･日本の伝統的なお笑いはとても面白く、初めての経験だった

．参加できなくて残念だった

．あまり理解できなかったが、だんだんと面白くなってきた

．パフォーマンスが面白かった

7)HowwasthecompanytourtoOtsukafOryou？PIeasewriteyourcomment

.すばらしかった

・窓の外からの見学は少し退屈だった

・お土産がおいしかった

。特に学ぶものはなかった

・日本の職場の様子を見学でき、働いている人数が少ないことに驚いた

・先進的な科学技術が印象に残った

・成功する方法を知ることができた

・機械のみで作業を行う技術に驚いた

・日本語は理解できなかったので、生産ラインの詳細な資料が必要だった

．効率のよい包装過程を見ることができた

・高度な技術と安全でよい品物を生産することは、より多くの人を健康に導くこと

がわかった

・母国の技術に比べてはるかに進んでいて、とても興味深かった

・私のおばが母国の大塚製薬に勤めているので、今回の見学は有意義だった

・清潔で無駄のない生産ラインはすばらしかった

・日本の大企業の経営について知ることができた

。少し変なにおいがした

。とても環境に配慮している企業だと思った

・中国の企業も日本の企業の精神を見習うべきだと思う

8)HowwasthelndigoDyingExperiencefOryou？Pleasewriteyourcomment

．とてもおもしろかった

．とても美しく仕上がった
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･貴重な体験をすることができた

．自分自身で体験をすることができ、とても楽しかった

.もっといろんな種類の藍染を体験したかった

.においがきつかった

｡日本の古い家屋を見学できて、とてもよかった

．作ったものを持ち帰ることができるので嬉しい

．日本独自の文化で、とても大切なものだと感じた

。母国にも同様の文化があるが、原料や方法が少し異なっていて、魅力的だった

．服と手が汚れてしまって楽しくなかった

．特に印象的ではなかった

9)WasaccommodationsatisfactoⅣfOryou？Pleasewriteyourcomment

阿波観光ホテル

・何をするにも便利だった

。とても満足

。すばらしかった

・スタッフは礼儀正しく親切で、サービスも充実していて完壁だった

・快適に過ごすことができた

・設備が充実していた

・安全で、快適に過ごすことができた

．とても時間が正確に管理されていてすごいと思った

しんくら会館

。よかった

・満足

。この宿泊施設のすべてがよかった

・快適だった

・日本式の部屋に宿泊でき、いい経験になった

・お風呂を男女別にしてほしい

・私の大学の寮に比べてとてもよかった

・エアコンが壊れていたので暑かった

10)HowwasthehomestaywithaJapanesefamily？Pleasewriteyourcomment．
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．とても親切で、家族のように接してくれた

.一緒に料理をしたり、浴衣で祭りに行ったり、鳴門に行ったりと、様々な体験が

できて、とても楽しかった

・花火大会や温泉などに連れて行ってもらい、とても楽しかった

．もう－度ホームステイをしたい

。一緒に泊まった参加者が日本語を話せるため、私はあまり家族を話すことができ

なかった

・生活様式は台湾と似ているが、少し違うところもあり、とても興味をひかれた

。忘れがたい思い出ができた

。とても礼儀正しいホストファミリーだった

・日本人の生活を実際に体験することができてよかった

・家族の中に元気な101歳の方がいて驚いた。

・家族の方が少し中国語を話してくれてうれしかった

・日本文化をたくさん教えてくれた

・母国についてとても興味を持ってくれて嬉しかった

・母国とは異なる習慣や活動を経験することができた

・今までで最高の経験だった

・食事がおいしかった

。こんなに日本文化を身近に感じたことはなかった

．いつかまた会いたい

・家がとてもきれいだった

・日本人に対する見方が変わった

11)Doyourecommendyourjuniorstoattendoursummerschool,ifweholditnext

year?(Pleasecircle)

12)Afterattendingtheprogram,doyouthinkyouwillapplyforourexchangeprogramor

recommendyourfriendsｲuniorstodoso？
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Thankyouverymuchforyourcooperation!!
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2.3.6報告
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2012年8月1日（水）～8月6日（月）まで、国際センター主催の下、サマースク

ール「徳島であおう」を開催した。このサマースクールは、国際センターとしてはじ

めての取り組みであり、5カ国（中国、インドネシア、台湾、モンゴル、韓国）から

48名、本学の留学生15名、日本人学生50名が参加する非常に国際色豊かなプログ

ラムとなった。

本サマースクールは、「徳島であおう」というテーマからも分かるように、まず交流

協定校で学ぶ学生（特に学部学生）に徳島に来てもらい、徳島と徳島大学での生活・

学習を体験することで､将来的に本学への交換留学や進学を促すことを主たる目的と

して実施した。具体的には、（1）本学留学生による「日本・徳島文化紹介」、（2）

徳島大学国際交流サロン・ボランティアグループJSSによる「茶道体験」などの日

本文化理解、（3）常三島・蔵本キャンパスでの日本人学生グループによるキャンパ

ス紹介と「研究室訪問」、国際プランナーによる「徳島大学紹介」、国際センター教

員による「日本人と日本社会理解講座」などのアカデミックな学び、（4）多文化交

流会での日本人学生･地域住民との交流ならびにホームステイによる直接的な生活体

験、（5）企業見学や藍の館、阿波踊り会館での徳島文化理解などの活動を参加者に

提供した。

【本サマースクールの趣旨および特徴】

今回のサマースクールを実施するにあたり、まず（1）本サマースクールに参加する

学生が､将来本学で交換留学生や正規外国人留学生として学んでもらうことを第一義

的な目的とし、その目的に向けて（2）徳島と徳島大学での生活・学習を体験しても

らうという方針で全体のプランニングを行った｡工学部ならびに医歯薬系のサマープ

ログラムは、どちらかと言えば「大学院博士課程」に入学する学生をリクルートする

ために実施しているようであるが､本サマースクールは基本的に将来本学修士課程に

入学する留学生をターゲットとしており、「本サマースクールの参加者に4－5年後に

博士課程に入学してもらう」ことを想定し、プログラムの企画を行った。

本プログラムの特徴的な点としては、（1）本学学生（日本人・留学生）や地域住民

との交流を通した日本文化理解の促進、（2）徳島大学におけるアカデミックな活動

についての情報の提供、（3）本プログラムで得た知識や経験を自らのものとするた

めの内省化活動を行った、という3点を挙げることができる。
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（1）本学学生（日本人・留学生）や地域住民との交流を通した日本文化理解の促進

「本学学生（日本人・留学生）や地域住民との交流をベースとした日本文化理解」に

関しては、ホームステイ体験、JSSによる「茶道体験」などの活動を通して直接「生

の日本・徳島」を体験する機会を提供し、参加学生の日本（日本人）に対するステレ

オタイプ的な見方をやわらかくするような活動を提供した。自国では「日本人は○○

○だ」、「日本は△△△だ」という教育や報道により、ある種意図的に作られた日本

像を刷り込まれている状態に近いと思われるが､このような状態では再度来日して長

期間留学することはなかなかあり得ない。そこで、ホームステイなどで直接日本人の

生活に触れ、ここ徳島で出会った日本人の友達や家族との紳を作ることで、これまで

とは全く違ったイメージを日本（ならびに日本人）に関して作り上げ、再度この徳島

で正規学生・交換留学生として学んでもらうことを考えたわけである。また、今回は

徳大で学ぶ留学生に「日本・徳島紹介」をやってもらったが、この中で参加者が自国

からの留学生と触れ合い､本学での留学生活について話を聞くことができる機会を提

供したことは、参加者の日本や徳島に対するイメージを好転させ、帰国後も本学に関

する情報を入手できるチャンネルを確保させる上で非常に効果があったと考える。

（2）徳島大学におけるアカデミックな活動についての情報の提供

第二の特色である「徳島大学におけるアカデミックな活動についての情報の提供」に

関しては、本学留学生による「日本・徳島紹介」、「研究室訪問」や「徳島大学紹介」

を中心に企画を行った｡今回のサマースクールでは専門分野をこちらから指定しては

いなかったことから、医学・歯学・工学・芸術など実に様々な分野を学ぶ学生が参加

した。このような多様な専門性を背景に持つ参加者に対し、徳島大学の学術活動につ

いて専門的な視点から情報を提供することは、国際センターの教員では限界がある。

そこで､今回は｢研究室訪問｣という形で各部局の教員に協力を求めたわけであるが、

参加者にとっては現在進行している最先端の研究を直接見聞することができただけ

でなく、各部局で進行しているユニークな研究や教育活動について知ることができた

点でも大きな刺激となったと考える。参加者が将来本学で再度学ぶためには、「何を

学ぶことができるのか」といった学術分野に関する情報、「誰の下で学ぶことができ

るのか」といった指導教員に関する情報が必要であり、今回の「研究室訪問」ではこ

れらの'情報を具体的に提供することができたと考える。

また、非常に専門性の高い分野では限界があるものの、国際センター教員も本学のア

カデミックな活動に関する情報提供に大きく貢献した｡各部局の一般的な情報につい

て国際プランナーが「徳島大学紹介」を通して提供を行ったが、それ以外にも徳島大
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学の授業体験として｢日本事情Ⅱ」(共通教育で学部留学生向けに開講している授業）

をサマースクール参加者に開放し、本学留学生による最終発表「日本・徳島紹介」を

受講してもらった。同授業への参加は、本学留学生との関わりを作る起点となっただ

けでなく、「本学における教育がどのように行われているのか」を実体験してもらう

という意味で、非常に有意義なアカデミックな体験を提供したと考える。

（3）本プログラムで得た知識や経験を自らのものとするための内省化活動

ともすれば、1週間の文化体験短期プログラムは観光や遊びと捉えられがちかもしれ

ないが、今回のサマースクールでは各種文化体験や交流活動で得た経験を「学び」と

して昇華するために、「異文化体験ワークショップ」と「意見交換会」を実施し、各

参加者に対して、

●このサマースクール期間中、何を学びたいと思っているのか？

●また、何を学べると思うのか？

●実際にこのサマースクールで日本・徳島を体験してみて、何を感じたか？

●母国に帰って、この体験をどのように生かしていきたいか？

などの質問を投げかけ、各参加者の内省を促した。最後の「意見交換会」では、各個

人が体験した「日本＆徳島」について、

●グループのメンバーと意見交換を行い、自分達が学んだことをグループ毎に一つ

の絵として表現してもらう。

●その絵を基に「自分達の日本・徳島」をクラス全員に発表してもらい、意見交換

を行う。

といった活動を行い、自らの主観的文化体験を客観的に傭鰍する機会を提供すること

ができたと考えている。
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2.4ソシオテクノサイエンスコース

2.4.1日程

期間:2012年8月6日（月）～8月12日（日）

参加人数:137名［内訳…HarbinInstituteofTechnology4名、KoreaMaritimeUniversity9

名、NationalTaiwanUniversityofScienceandTechnology16名、SouthernTaiwan

University6名、TheUniversityofAuckland5名、Xi'anJiaotongUniversity15名、Dalian

UniversityofTechnology1名、PusanNationalUniversity2名、UniversityofPune2名、Dr.

BabasahebAmbedkarMarathwadaUniversity1名、VietnamNationalUniversity2名、The

UniversityofTokushima74名］

全コース共通日程

●
■
■
■く OpeningCeremony

DateandTime:Monday,August6,9:30a.m.-9:50a.m.

Place:MemorialHall,SecondFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjima

campus

OpeningRemarks:

1.Prof.SusumuKagawa(President,TheUniversityofTokushima,Japan)

2.Prof.TokuoOhnishi(Dean,FacultyofEngineering,TheUniversityof

Tokushima,Japan)

3.Prof.YoshihisaTakaishi(Director,InternationalCenter,TheUniversityof

Tokushima,Japan)

on CommonLectures

l･CommonLecture1

DateandTime:Monday,August6,10:30-11:20.

Place:MemorialHall,SecondFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjima

campus

Speaker:Prof.HiroyoshiSei(TheUniversityofTokushima)

Title:“WhydowesIeep？Let，stalkaboutsleepmechanism”

2．CommonLecture2

DateandTime:Tuesday,August7,9:30-10:20.
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Place:MemorialHall,SecondFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjims

campus

Speaker:Mr・HiroshiSsakata(TheUniversityofTokushima)

Title:"Japanasamulticulturalnation"

3．CommonLecture3

DateandTime:Wednesday,August8,9:30-10:20.

Place:MemorialHall,SecondFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjima

campus

Speaker:Mr.SteveFukuda(TheUniversityofTokushima)

Title:"IssuesinJapaneseEducation:FocusingonNationalLanguage

Policy"

4．CommonLecture4

DateandTime:Thursday,August9,9:30-10:20.

Place:302and303,Thirdfloor,GeneralEducationBuilding,Josanjima

campus

Speaker:Prof.HiroyoshiSei(TheUniversityofTokushima)

Title:“Whydowesleep？Let'stalkaboutsIeepmechanism”

(iii)InterculturalMeeting

DateandTime:Wednesday,August8,18:00

Place:UniversityCafeteria,Josanjimacampus

(iv)RoundTablemeeting

l･RoundTableI

DateandTime:Thursday,August9,10:30-12:00

Place:302and303,Thirdfloor,GeneralEducationBuilding,Josanjima

campus

Chairs:Prof.MakotoOhashiandDr.PankajKoinkar(TheUniversityof

Tokushima)

Topic:TraditionalCultural,FoodCultureandLearningfromdisaster

2．RoundTablen

DateandTime:Thursday,August9,15:30-17:00

Place:302and303,Thirdfloor,GeneralEducationBuilding,Josanjima

campus
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(v)

Chairs:Prof・MakotoOhashiandDr.PankajKoinkarfTheUniversityof

Tokushima)

Topic:Exchangeprogram,GeneralEducation,Activelearningー

FieldTripForStudents

DateandTime:Friday,August10,8:00-16.00

MeetingPlace:InfrontoftheCICEEoffice,Firstfloor,Kbuilding

Tripl:

Schedule:

7:00DeparturefromTokushimaUniversity.

9:00Awajibridge,Maiko

12:30DeparturefromAwajibridge

13:00Lunch

13:40DeparturefromAwaji

16.00ArrivalatNichiaHall,Shinkuracampus

Trio2:

7:20DeparturefromTokushimaUniversity

10:10ArrivalatKazurabashiBridge,lyavalley

12:00DeparturefromKazurabashi,Tokushima

12:30Lunch

13:15DeparturefromKazurabashi

16.00ArrivalatNichiaHall,Shinkuracampus

(vi)ClosingCeremony

DateandTime:Friday,August10,16:30-17:00.

Place:NichiaHall,ShinkuraCampus

ClosingRemarks:

1.Prof.SusumuKagawa(President,TheUniversityofTokushima).

2.Prof・TokuoOhnishi(Dean,FacultyofEngineering,TheUniversi

Tokushima)

3.Prof.YoshihisaTakaishi(Director,InternationalCenter,TheUni¥

Tokushima)

FacultyofEngineering,TheUniversityof

InternationalCenter,TheUniversityof
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コース別日程

NanotechnologyandMaterialsScienceEngineeringCourse

Place:MemorialHall(SecondFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjimacampus)

1日目：8月6日（月）

9:30～10:20 OpeningCeremony

10:30～11:20 CommonLecture1(Sei)

11:30～12:20 Lecture1(Nagase)

TheBasisofGraphene:anewcarbonnano-material

13:30～14:20 Lecture2(Nagase)

CarbonFiber

14:30～15:20 Lecture3(Deguchi)

Industrialapplicationsoflaserdiagnostics

15:30～16:20 Lecture4(Yasuzawa)

Preparationoffunctionalsurface

2日目：8月7日（火）

9:30～10:20 Commonlecture2(Sakata)

10:30～11:20 Lecture5(Katoh)

Challengeofenvironmentfriendlyhydrogenproductionfrombio-ethanol

11:30～12:20 Lecture6(Tomita)

Opticalprocessesinsemiconductorsanditsapplication

13:30～14:20 LaboratoryvisitI

14:30～15:20 Laboratoryvisitn

15:30～16:20 LaboratoryvisitIH

3日目：8月8日（水）

9:30～10:20 Commonlecture3(Fukuda)

10:30～11:20 Lecture7(Amalnerkar)

RevisitingPhotoconductiveCdS:Top-down'Photopattemable

Microphotosensor&'Bottom-up'HierarchicalNanostructures

11:30～12:21 Lecture8(Nakagaito)

Cellulosenanofibersandnanocomposites

13:30～14:21 Communicationandinteractiontimeforstudents

14:30～15:21 Lecture9(Dinh)

NanocompositesforOrganicLightEmittingDiodes

15:30～16:21 Lecture10(Mori)
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Colloidalphotoniccrystal

18:00~20:0C InterculturalPartv

4日目：8月9日（木

9:30～10:2〔 Commonlecture4(Ohashi

10:30～12:2（ RoundTable

-MedicalCare

-Nutritior

-WesternMedicine&Orientalmedicine

13:30～14:2（ Lecture11(SunitRane

LeadFreethickfilmthermistorsforwiderangeoftemperaturesensinc

14:30～15:2（ Lecture12(Kusaka

FoundationsandapplicationsofmeasurementbyX-raydiffraction

15:30～17:0（ RoundTable]

-Exchangeprogran

-GeneralEducatioi

-ActivelearninginLinguisticeducatioi

5日目：8月10日（金）

8:00～16:0（

16:00～16:3（

FieldTrk

ClosingCeremon;q

5日目：8月1o日（金）

FreetimeforJapaneseCulturalExperienci

5日目：8月10日（金）

FreetimeforJapaneseCulturalExperience

18:00~22:0（ AwaDanceFestival

ElectricalandElectronicEngineeringCourse

Place:SeminarHall(FirstFloor,MemorialHallofAlumni,Josanjimacampus)

1日目：8月6日（月）

9:30～10:2<

10:30~11:21

11:30～12:21

13:30～14:21

OpeningCeremom日

CommonLecture1(Sei

Lecture1(Yotsuyanagi)

VLSITestingandDesignforTestability

Lecture2(Yotsuyanagi)

VLSITestingandDesignforTestability
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14:30～15:2（ Lecture3(Ohno

WirelessPowerTransmissionandGaNElectronDeviceミ

15:30～16:2（ Lecture4(Ohno

WirelessPowerTransmissionandGaNElectronDeviceS

2日目：8月7日（火） ､,

● ｬ

9:30～10:2C Commonlecture2(Sakata

10:30～11:2（ Lecture5(Konaka)

AboutCMOSICTechnologyanditsAnalogCircuitDesigr

11:30～12:2（ Lecture6(Konaka)

AboutCMOSICTechnologyanditsAnalogCircuitDesigr

13:30～14:2( LaboratoryvisitI(Ohno

14:30～15:2（ Laboratoryvisitn(Yotsuyanagi

15:30～16:2( Laboratoryvisitnneranishi

3日目：8月8日（水）

9:30～10:2C Commonlecture3(Fukuda

10:30～11:2〔 Lecture7(Teranishi

DischargePlasmas・PrincipleandApplication:

11:30～12:2〔 Lecture8(Teranishi

DischargePlasmas.PrincipleandApplication!

13:30～14:2C Communicationandinteractiontimeforstudents

14:30～15:2〔 Lecture9(Takada

OpticalFiberTransmissionSysterr

15:30～16:2C Lecture10(Takada

OpticalFiberTransmissionSystem

18:00~20:0( InterculturalPartv

4日目：8月9日（木）

9:30～10:2〔 Commonlecture4(Ohashi

10:30～12:20 RoundTable:

-MedicalCare

-Nutrition

-WesternMedicine&Orientalmedicine

13:30～14:2C Lecture11(Shimomura)

ApplicationsofHighVoltagePulsedPowerandDischargePlasms

14:30～15:2〔 Lecture12(Shimomura

ApplicationsofHighVoltagePulsedPowerandDischargePlasms
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15:30～17:00 RoundTable11

-Exchangeprogram

-GeneralEducation

-ActivelearninginLinguisticeducation

5日目：8月10日（金）

8:00～16:00 FieldTrip

16:00～16:30 ClosingCeremony

5日目：8月10日（金）

FreetimeforJapaneseCulturalExperience

5日目：8月10日（金）

FreetimeforJapaneseCulturalExperience

18:00~22:00 AwaDanceFestival

InformationScienceandIntelligentSystemsCourse

Place:SeminarHall(SecondFloor,MemorialHallofAlmni,Josanjimacampus)

1日目：8月6日（月

9:30～10:20 OpeningCeremony

10:30～11:20 CommonLecture1(Sei)

11:30～12:20 Lecture1(Ogata)

Collaboration,UbiquitousandSocialTechnologies

13:30～14:20 Lecture2(Ogata]

Collaboration,UbiquitousandSocialTechnologies

14:30～15:20 Lecture3(Tokushige]

FundamentalsandApplicationsofErrorControlCoding

15:30～16:20 Lecture4(Mitsuhara)

Game-basedLearningSystems

2日目：8月7日（火）

9:30～10:20 Commonlecture2(Sakata]

10:30～11:20 Lecture5(Ueta]

Visualizationofdynamicsystems

11:30～12:20 Lecture6(Ueta]

Visualizationofdynamicsystems

13:30～14:20 Lecture7(Kashihara)

ResearchTopicsinHuman-MachineInterfaces
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14:30～15:20 Lecture8(Matsumoto]

NaturalLanguageProcessingandInformationRetrieval

15:30～16:20 Lecture9(Karungaru)

IntroductionofPatternRecognitionMethods

3日目：8月8日（水）

9:30～10:20 Commonlecture3(Fukuda)

10:30～11:20 Lecture10(Watanabe)

IntroductionofQuantumCryptography

11:30～12:20 Lecture11(Watanabe)

IntroductionofQuantumCryptography

13:30～14:20 Communicationandinteractiontimeforstudents

14:30～15:20 Lecture12(lto)

Safetydrivingsystemsfocusingonhumanbehaviors

15:30～16:20 Lecture13(Fukumi)

FastStatisticalLearningAlgorithmforFeatureGeneration

18:00~20:00 InterculturalParty

4日目：8月9日（木）

9:30～10:20 Commonlecture4(Ohashi)

10:30～12:20 RoundTableI

-MedicalCare

-Nutrition

-WesternMedicine&Orientalmedicine

13:30～14:20 Lecture14(Karungaru)

IntroductiontoBiometrics

14:30～15:20 Lecture15(Karungaru)

IntroductiontoBiometrics

15:30～17:00 RoundTablen

-Exchangeprogram

-GeneralEducation

-ActivelearninginLinguisticeducation

5日目：8月10日（金）

8:00～16:00 FieldTrip

16:00～16:30 ClosingCeremony

5日目：8月10日（金）

FreetimeforJapaneseCulturalExperience
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5日目：8月10日（金

FreetimeforJapaneseCulturalExperience

18:00～22:00 AwaDanceFestival

研究室訪問 講義風景
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2.4.2講義概要
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実施期間2012年8月6日（月）～2012年8月12日（土）

場所工学部工業会館2階他（日程参照）

講義内容

NanotechnologyandMaterialsScienceEngineeringCourse

l・TheBasisofGraphene:anewcarbonnano-material

2.CarbonFiber

3.Industrialapplicationsoflaserdiagnostics

4．Preparationoffunctionalsurface

5.Challengeofenvironmentfriendlyhydrogenproductionfrombio-ethanol

6.Opticalprocessesinsemiconductorsanditsapplication

7.RevisitingPhotoconductiveCdS:Top-down*PhotopattemableMicrophotosensor&

'Bottom-up'HierarchicalNanostructures

Cellulosenanofibersandnanocomposites

NanocompositesforOrganicLightEmittingDiodes

Colloidalphotoniccrystals

'LeadFree'thickfilmthermistorsforwiderangeoftemperaturesensing

．
．
０
１
２

８
９
１
１
１ FoundationandapplicationsofmeasurementbyX-raydiffraction

ElectricalandElectronicEngineeringCourse

1.VLSITestingandDesignforTestability

2.WirelessPowerTransmissionandGaNElectronDevices

3．AboutCMOSICTechnologyanditsAnalogCircuitDesign

4.DischargePlasmas.PrincipleandApplications

5．OpticalFiberTransmissionSystem

6．AplicationsofHighVoltagePulsedPowerandDischargePlasma

InformationScienceandIntelligentSystemsCourse

1.Collaboration,UbiquitousandSocialTechnologies

2．FundamentalsandApplicationsofErrorControlCoding

3．Game-basedLearningSystems

4．Visualizationofdynamicsystems

5.ResearchTopicsinHuman-machineInterfaces

6.NaturalLanguageProcessingandInformationRetrieval

7．IntroductionofQuantumCryptography
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Safetydrivingsystemsfocusingonhumanbehaviors

FastStatisticalLearningAlgorithmforFeatureGeneration

IntroductiontoBiometrics

．
・
０

８
９
１

講師一覧

NanotechnologyandMaterialsScienceEngineeringCourse

ElectricalandElectronicEngineeringCourse

CivilandEnvironmentalEngineeringCourse
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DineshAmalnerkar CenterforMaterialsforElectronicsTechnology,

Pune,India

SunitRane CenterforMaterialsforElectronicsTechnology

Pune,India

NguyenNangDinh VietnamNationalUniversity,Hanoi,Vietnan

NagataYasuhisa TohoTenaxCo・Ltd.,Japai

NagaseMasao TheUniversityofTokushima

DeguchiYoshihiro TheUniversityofTokushima

YasuzawaMikitc TheUniversityofTokushima

KatohMasahiro TheUniversityofTokushima

TomitaTakurc TheUniversityofTokushima

NagagaitoAntonioNorio TheUniversityofTokushima

MoriAtsushi TheUniversityofTokushima

KusakaKazuya TheUniversityofTokushima

YotsuyanagiHiroyuk TheUniversityofTokushima

OhnoYasuo TheUniversityofTokushima

KonakaShinsuke TheUniversityofTokushima

TeranishiKen」 TheUniversityofTokushima

TakadaAtsushi TheUniversityofTokushima

ShimomuraNaoyuki TheUniversityofTokushima

OgataHiroaki TheUniversityofTokushima

TokushigeHitoshi TheUniversityofTokushima

MitsuharaHiroyuki TheUniversityofTokushima



UetaTetsushi

Kashiharakoji

MatsumotoKazuyuki

StephenKarungaru

WatanabeShun

ItoMomoyo

FukumiMinon.

CommonLecture

OhashiMakoto

SakataHiroshi

Fukuda,SteveToshihisc

SeiHiroyoshi

KoinkarPanka

.乞〆

InterculturalPartyにて

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushim;
＝■■＝一一一一一一‐一一一一一一一一■■－－■■－－一一一一一－一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofTokushima

＝59－

”軍軍＝

罰』ﾊ1A鵬R工IImL副】&
＝ー■旬 ﾛq

’二

修了式に一

－．－－．



2.4.3エクスカーシヨン

＜会社訪問・日本文化体験＞

日時：2012年8月10日（金）8:00~16:00

>Trip1:明石海峡大橋ブリッジワールド

>Trip2:祖谷のかずら橋見学

明石海峡ブリッジツアー:世界一の吊橋約300mからの高さから見る景色はすばらしい等、

祖谷のかずら橋散策：日本三奇矯と呼ばれるかずら橋は'怖かったけど、おもしろかった等

の感想が多く寄せられ、両ツアーとも好評であった。
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2.4.4修了証書
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SummerSchool2012:Survey

preparedbyCICEE,TheUniversityofTokushima

ThepurposeofthisquestionnaireistosurveydifferentaspectsoftheSummerSchool.It

willbeusefultoimproveourorganizationalskillandthequalityoffutureSummer

SchoolssupportedbyTheUniversityofTokushimaandCICEE.

Inresponsetothecallparticipation,wereceivedabigresponse.Nearly67studentswere

respondedtothequestionnaireprovidedbyus.

1．Placeofstudy

TheUniversityofTokushima

TheUniversityofAuckland

NationalTaiwanUniversityofScienceandTechnology

SouthernTaiwanUniversityofScienceandTechnology

Xi'anJiaotongUniversity

HarbinInstituteofTechnology

BeijingUniv.ofPostandTele.(BUPT)

DalianUniversityofTechnology

KoreaMaritimeUniversity

PusanNationalUniversity

Vietnamnationaluniversity,Hanoi

Dr.BabasahebAmbedkarMarathwadaUniversity

UniversityofPune

2･WhichSummerschoolcoursedidyouapplyfbr？

Nanotechnology&Mat.Sei

Electrical&Electronic

Inform・Sci&Intelligentsystem

3･Pleaseindicateyoureducationallevel？

Masterstudent
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[15］

[13］
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Doctoralstudent I27］

4.WhatwereyourreasonsforattendingSummerSchool?(youcanchoosemore

thanone)

i.Thefinancialandaccommodationsupport

ii･Iwanttoattendthisuniversityinthefuture

iii・BecauseofthelocationoftheUniversity

iv.Thechoiceofsubjectsandactivities

v･Ihavefriendwhoappliedheretoo

vi・Otherreason(pleasewrite)

Howdoyoujudgethequalityingeneral？

i、OverallProgram

Excellent[34]Good[31]Average[02]

ii・Qualityoflectures

Excellent[20]Good[40]Average[07]

Howdoyoujudgetheacademiclevelofthelectures？

VeryHigh[20]Good[37]Average[08]

Howdoyouevaluatetheorganizationandplanning？

i.Accommodation(forabroadstudentsonly)

Excellent[21]Good[38]Average[06]Poor[00'

ii.SocialEvents(fieldtrip.....limitedstudentswentforfieldtrip)

Excellent[31]Good[30]Average[02]Poor[00]

iii.OverallOrganizationandPlanning

Excellent[27]Good[37]Average[02]Poor[00]

Howdoyouclassi印thelaboratoryvisitsand/orexercises？

Excellent[34]Good[25]Average[03]Poor[00]

Howmuchinfluencedoyouexpecttheknowledge&skills

summerschoolwillhaveonyourfmmre？

Agreatdeal[12]Alotof[38]Moderate[15]Alittle[C

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｅ
ｅ
ｅ
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ｅ
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Poor[00]

Poor[00]
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N/A=[04]

N/A=[Oil

8．

N/A=[05]

arnedatthe9． knowledge&skillsyoulearned

Agreatdeal[12]Alotof[38]Moderate[15]Alittle[02]N/A=[00]

10.Asaresultofthesummerschooldoyouthinkyouaremoreorlesslikelytoget

involvedinresearchthatisinterdisciplinaIy？

Morelikely[23]Likely[41]Lesslikely[03]Notlikely[00]N/A=[00]
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11.Asaresultofattendingthesummerschool,towhatextentwereyouableto

achievegoalsthatareimportanttoyou？

Morelikely[22]Likely[40]Lesslikely[04]Notlikely[00]N/A=[01]

12.DoyouliketoparticipateinfmmreSummerSchools？

AbsolutelyYes[51]Maybe[16]

13.ThepartsofSummerSchoolthatyoulikedmost？

i･Contentofspeciallecturesandcommonlectures

ii.Interculturalparty

iii.Laboratoryvisits

iv.Fieldtrip

v.RoundTable

vi・Others

14.ThepartsofSummerSchoolthatyoudislikedmost？

No[00]

[39Responses]

[38Responses]

[30Responses]

[24Responses]

[26Responses]

[16Responses]

None

Accommodation

Groupactivity

[35Responses]

[05Responses]

[12Responses]

[22Responses]

■
｜
■
｜
■
｜
■
｜
■

● ○

11.

■●■

111．

Others1V．
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24.6報告

SummerSchoolReport

CICEEorganizedtheone-weekcourse,whichiscalledtheSummerSchool,forthe

EngineeringGraduateStudentsfromallovertheworld.TheSummerSchoolprovidesa

chanceforthesestudentstounderstandtheprogressinscienceandengineerin9,tolearn

advancedtechnologies,andtoidentifyimportantresearchthemes.Furthermore,the

SummerSchoolprovidesanopportunitytomakeacquaintancewithotherengineering

graduatedstudentsfromdifferentcountries,andtoestablishcontactsandcollaborations.

TheSummerSchoolisaimedatgraduatestudentsinNanotechnologyandMaterials

ScienceEngineering,ElectricandElectronic,andInformationScienceandIntelligent

System.

由 壬
．【】
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TheSummerSchool2012washeldintheFacultyofEngineering,Josanjimacampus,The

UniversityofTokushima,japanfromAugust6̂to12̂2012oItwasjointlyorganizedby

CICEE,incollaborationwithInternationalCenter,TheUniversityofTokushima.The

SummerSchool2012was7dayseventwhichincludescommonlectures,speciallectures,

interculturalparty,laboratoryvisits,roundtablemeetings,andfieldtrip.Thecommon

lecturesweredeliveredbyprofessorsfromtheFacultyofIntegratedArtsandSciences,

TheUniversityofTokushima,coveredhumanhealthandcultureinJapan.RoundTable

meetingswereorganizedtoletstudentssharetheirtraditionalcultureandeducation

background・OnAugust10"',thestudentsweredividedintotwogroupstotakepartinthe

fieldtrip.OnegroupwasleadtoAwajiBridge,andtheothertoKazurabashiBridge.The

lasttwodayswereassignedforthetraditionalfもstivalinTokushima,AwaOdori.
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Agreatnumberofapplicationswerecollectedfromallovertheworld,anddistinguished

researchersfromabroaddeliveredlectures.Thesummerschoolreceivedhighpraiseft･om

theparticipantsandwasconsideredtobeaverysuccessfulevent.Studentswereawarded

withcertificatesofcompletion.Wehopethatthecertificatewillremindthemaboutthe

cheerfulmomentsinTheUniversityofTokushima,Japan.
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3参考

大学ホームヘージ掲載広報用原稀

徳島大学｢サマープログラム2012｣を開講しました

徳島大学では､海外の協定校などから学生･教員が参加する｢サマープログラム

2012｣として､4つのプログラムを開講しました。

総合科学部サマースクールプログラム：6月15日～8月13日(8週間)､7月17日

～8月13日(4週間）

本年度新たに開講された総合科学部サマースクールプログラムでは､アイルランド、

中国､韓国､アメリカの学術交流協定校等から､8週間コースに3名、4週間コースに

7名が参加しました｡参加者は本学日本人学生とともに､総合科学部が提供する､ピ

アラーニングを含むCommunication-basedLearningに基づく講義を受講しました。

サマープログラム2012へルスバイオサイエンスコース：7月29日～8月5日

本年で5年目となるヘルスバイオサイエンスコースでは､中国､韓国､インドネシア、

マレーシア､モンゴルの学術交流協定校等から30名と学内から10名の大学院生合

計40名が参加しました。

参加者は､医科学､口腔科学､薬科学､栄養生命科学､保健科学の大学院各教育

部が提供し､疾患酵素学､疾患プロテオゲノムの両研究センター､ソシオテクノサイエ

ンス研究部が協力し実施する｢統合医療学際教育英語プログラム｣を受講し､健康生

命科学諸領域を包含する最先端の研究手法と最新の研究成果を学びました。

国際センターサマースクール：8月1日～8月7日

本年度新たに開講された国際センターサマースクールでは､中国､台湾､韓国､イ

ンドネシア､モンゴルの学術交流協定校等から48名、本学に留学している留学生13

名、本学日本人学生約50名が参加しました｡参加者は､｢徳島､徳島大学紹介講座｣、

｢日本文化体験講座｣､「日本人と日本社会理解講座｣などを受講しました｡また､ホー

ムステイや研究室訪問､茶道体験等を通して、日本及び徳島を知り､また互いに交流

を深めました｡特に､ホームステイには希望者41人全員が32家庭で体験でき､参加

者から高い評価を得ることができました。
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大学院ソシオテクノサイエンス研究部サマースクール：8月6日～8月12日

本年で6年目となるソシオテクノサイエンス研究部のサマースクールは､中国､台

湾､韓国､インド､ニュージーランド及びベトナムの学術交流協定枝等海外連携協定

校等から63名、本学に留学している留学生14名、本学日本人学生60名の計137

名が参加しました｡参加者は電気｡電子工学コース､知能I情報工学コース､ナノテクノ

ロジ一｡マテリアルサイエンス工学コースの3コースのいずれかを受講しました。

本年度｢サマープログラム2012｣には11か国から計151名が参加し､各国との交

流の輪を広げることができました｡また各プログラムでは､講義のみならず日本文化

研修や企業訪問、国際交流会も実施され､参加者からは高い評価を得ることができ

ました。

ご協力をいただきました､企業の皆様､関係機関の皆様にこの場をお借りしてお礼

申し上げます≦
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総合科学部サマースクールプログラム サマープログラム2012

ヘルスバイオサイエンスコース
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国際センターサマースクール 大学院ソシオテクノサイエンス研究部

サマースクール
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4今後の課題とまとめ

2012年度に実施したサマースクールにおいて、今後さらに改善を図るための課題と

して、以下の点があげられる。

○サマースクール全体としての今後の課題

【プログラムの取り組み】

サマープログラムにおいて､準備期間が短いことなどからスケジュールや準備態勢を

改善する必要がある。特に、担当スタッフに対する情報提供や、FDによる授業開発な

ど、事前、事後における企画準備や総括・反省会を効果的に進めることが課題としてあ

げられる。

【経費】

事業経費は、予算が限られることから、さらに効率的に進める必要がある。そのため

には、各サマープログラム間の日程調整とともに、相互の連動を図ることなどが課題と

なる。一方で、毎年実施しているサマープログラムではあるが、予算的に年度ごとで異

なるなど､不安定な要因もあり､恒常的な運用のためにも安定した予算措置も望まれる。

【宿舎について】

滞在期間の宿舎については、ホームステイ、しんくら会館、ホテルの利用など、プロ

グラムによって様々であったが､宿舎利用の重複を避けるための日程調整が必要と思わ

れる。同時に、事業の拡大を図る上で、滞在者に対する経費負担の軽減や、学内宿舎の

整備なども今後の課題としてあげられる。

○各サマースクールにおける今後の課題

【総合科学部サマースクール】
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総合科学部サマースクールは今年度が初めての開催であった。その特徴としては、総

合科学部で新たに授業を開講するのではなく、全学共通教育センターと協働することで、

徳島大学の多くの学生と交流を持つ場を提供した点にある。授業に限らず、体験を通し

たビア学習、さらには19名の学生によるホームステイ受け入れが実現したことは大き

な成果といえる。参加した留学生は、ホームステイを通じて日本語の学習が進んだこと

に加えて、日本人の家族に触れることで異世代の日本人あるいは文化を体験できたこと

を大変評価していた。

一方で、ホームステイのすべてをボランティアで募ったために、担当する教員の負担

が大きかった点が課題としてあげられる。今後は、ホームステイを組織的に用意すると

ともに､宿舎の効率的運用の検討も必要となる。また、プログラムについても､今回は、

特定のテーマに特化した形式で深く学ぶことができなかったことから、留学生と日本人

学生が同時に受講できる授業を開講することも課題としてあげられる。

【ヘルスバイオサイエンス研究部サマープログラム】

・ヘルスバイオサイエンス研究部統合大学院を構成する5教育部の専門領域横断的か

つ学際領域を包含する研究内容について、最先端の研究手法と最新の研究成果を教授

する講義と研究室見学実習を実施して、留学生に魅力的な教育プログラムを提供する

ことが出来た。研究室見学実習は、受入れ留学生が直接に研究室で本学教員と面談を

し、かつHands-onExperienceを実習できる貴重な機会であるので、その実習の教育

効果を高めるため、より細やかな事前準備と受入れ教官への留学生情報の提供が必要

であると考えられた。

・海外の学術交流協定校からなる国際的大学間ネットワークが形成され、これらの大

学等との教育連携が推進された。本学大学院生には、英語プログラム授業科目として

単位認定できる教育プログラムであることから、今後は海外交流協定校において、教

育内容の質を保証して単位の認定が可能となるよう協議を進めていくことが必要であ

ると考えられた。

・英語による体系的な教育プログラムを開発・実施することで、大学院教育システム

の国際化が推進された。今後は、大学院教育を担当する全ての教員が英語での授業を

実施できるようFacultyDevelopmentを推進することが必要であると考えられた。
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・宿舎については、民間宿舎を利用して全員が同一の宿舎に滞在するよう企画したた

め、プログラム運営が円滑に行えたが、プログラムを実施する蔵本キャンパスと離れ

ていたこと、インターネット環境の充実が課題として挙げられた。今後は、短期滞在

を可能とする学内での宿舎の整備が必要であると考えられた。

【ソシオテクノサイエンスコース】

次年度の開催予定の問い合わせがあり、予算の都合等で参加できなかった学生を含

め、海外協定校には、毎年サマースクール開催を楽しみにしている学生がいる。継続

して実施できるとよいが、そのためには、事業費の確実な確保は検討課題の1つであ

る。また、参加学生からは、「もっと研究室見学の機会があれば良かった」との意見

があり、この点は今後検討する必要がある。

【国際センター・サマースクール】

･準備について

準備期間が限られており、非常に難しい場面が多々あったように思う。今回はアジア

圏のみだったが、欧米系の大学を対象としたプログラムとするのであれば、かなり早

い時期からの準備が必要であり、場合によっては直接現地に出向き、学生のリクルー

トをすることが必要となるかもしれない。

また､協定校への連絡がスムーズにいかない場面もあり､相手校との連絡先を確認し、

一覧表として準備しておく必要があると考える。

･日程および実施体制について

日程については、他のサマープログラムと同時期の開催が出来るかどうかが課題と

なる。後述する費用との絡みから大学本部の方からは費用の圧縮を要求されている。

必然的に常三島・蔵本地区のサマープログラムと日程を合わせて開催し、費用の圧

縮を検討する必要があると思われるが、そのための全学的な実施体制を構築するこ

とも同時に必要であろう。

（実施体制について）今回、全学的な実施委員会の下にサマースクールを実施した

ことは「一歩前進」と言えるであろうが、今後はワーキンググループといった体制

ではなく、全学レベルの各種委員会や役員会などで承認を得た上で体制を組む必要

があると考える。
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･宿舎について

今回は学内のしんくら会館と阿波観光ホテルを併用することで対応したが、費用の

面でホテル代が大きな負担となってしまった。今後は費用面を考慮に入れて対応を

検討する必要があるであろう。

･費用について

費用の肖ﾘ減するための具体的方法を考えていく必要がある。特に、ホテル代をどう

するか､航空運賃などの経費をどうするか､参加者に費用負担を求めるのか(また、

それが事務的に実施可能なのか)などの点について検討する必要があると思われる。

･事後処理について

今回は特にホームステイへの謝礼金の支払い、反省会の開催に関して、かなり手間

取った感があり､今後の大きな課題になると思われる｡謝礼金の支払いに関しては、

ホストファミリーとの信頼、ひいては、外部からの大学に対する信用に関わる問題

にもなることから、今後注意する必要がある。反省会の開催については、他のサマ

ープログラム全体に関する反省会も開催するのが手間取ったような感じであるこ

とから、今後は時期を決めて反省会の実施を行う必要があると考える。

まとめ

2012年度のサマープログラムは、実施主体となった学部、教育部、研究部、センタ

ーにおいて、文化交流や研究交流など、それぞれの目標に沿ったプログラムとして実

施された。全体として参加者の反応は好意的であったことから、充分な成果が得られ

たものと判断される。同時にいくつかの問題も明確にされ、今後の検討課題としてあ

げられた。

また､2012年度はサマープログラム等実施委員会が設置された最初の年度に相当す

るが、必ずしも十分に機能したとは言えず、本委員会の役割を今後どのように果たし

ていくのかを検討する必要がある。各機関・組織の独自性を発揮するとともに、徳島

大学としての目的、方針を明確にし、支援体制を整える上でも本委員会の運営の在り

方については、次年度以降の検討すべき課題としたい。

－72－



5成果報告

○全体を通じての成果

・サマープログラム全体を通じて、研究交流、文化交流における進展が見られた。

・学術的なプログラム提供により、本学への関心、留学希望などの兆候が認められた‘

・ホームステイによる取り組みによって、交流の深まりが見られた。

○各サマースクールにおける成果

【総合科学部・サマースクール】

・総合科学部サマースクールにおいては、日本の言語・歴史・文化あるいは環境問題と

持続可能な社会を題材としたCommunication-basedLearningの授業で、留学生が日本

人学生と議論することを通じ、留学生・日本人学生相互に学びあう場を提供することが

できた。

・課外活動としてビア学習、体験に基づく学びを実践し、相互のコミュニケーションを

図ることが今後の学習につながることを確認した。InternationalStudentConferenceで

は､新たなアイデアを生み出す上で国境を越えた共通の話題についてのプレゼンテーシ

ョン・議論・ワークショップが有効であることが確認された。

【ヘルスバイオサイエンス研究部・サマープログラム】

・海外の留学生に対して、「アーリーエクスポージャー」として本プログラムを実施す

ることにより、本学への優秀な正規留学生の入学増加が期待された。

･本プログラム授業科目のE-learning化を行い、参加学生にはプログラム終了後も学習

内容の完全な理解に到達できる学習環境を提供し､その学習支援を行っていることから、

海外交流協定校から単位認定の要望があり、今後単位互換制度の整備に向けた検討を開

始することが可能となった。
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【ソシオテクノサイエンスコース・サマープログラム】

･サマースクールへの参加をきっかけに、本学への入学を決める留学生もおり、優秀な

留学生の獲得につながった。

･本学学生の英語力の向上及びグローバルに活躍する技術者養成に寄与した。

･海外からの留学生と交流する事により、海外留学を考える機会となった。

【国際センター・サマースクール】

･5カ国（中国、インドネシア、台湾、モンゴル、韓国）から48名、本学の留学生15

名、日本人学生50名に対する国際的なプログラムを提供することができた。

･学部学生を中心とした短期プログラムを提供することができた。

･参加者全員にホームステイを体験させることができた。
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6担当者一覧

サマープログラム等実施委員会実施委員長

荒木秀夫：教授（大学院ソシオ・アーツ.アンド・サイエンス研究部・全学共通教

育センター長）

サマープログラム等実施委員会実施委員

高石喜久：教授（理事（教育担当）・国際センター長）

伊賀弘起：教授（ヘルスバイオサイエンス研究部・口腔科学教育部）

大石寧子：教授（国際センター）

金成海：教授（国際センター）

Gehrtz三隅友子：教授（国際センター）

害藤隆仁：准教授（大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部）

坂上浩：准教授（ヘルスバイオサイエンス研究部・栄養生命科学教育部）

坂田浩：准教授（国際センター）

竹内光恵：国際プランナー・特任講師（国際センター）

多田敏子：教授（ヘルスバイオサイエンス研究部・保健科学教育部）

橋本智：准教授（国際センター）

福井清：教授（疾患酵素学研究センター）

村上理一：教授（ソシオテクノサイエンス研究部）

山崎哲男：教授（ヘルスバイオサイエンス研究部・薬科学教育部）

総合科学部サマースクールプログラム

賓藤隆仁：准教授（大学院ソシオ・アーツ.アンド・サイエンス研究部）

大橋貝：教授（大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部）

福田スティーブ利久：講師（大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス1福田スティーブ利久：講師（大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部）

佐藤高則：准教授（大学院ソシオ・アーツ｡アンド・サイエンス研究部）

吉田博：助教（大学院ソシオ・アーツ。アンド・サイエンス研究部）

ヘルスバイオサイエンスコース

福井清：教授（疾患酵素学研究センター）

赤池雅史：教授（ヘルスバイオサイエンス研究部・

ンター長）
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医科学教育部・医療教育開発セ



国際センターサマースクール「徳島であおう！」

高石喜久：教授（理事（教育担当）。国際センター長）

金成海：教授（国際センター）

大石寧子：教授（国際センター）

Gehrtz三隅友子：教授（国際センター）

坂田浩：准教授（国際センター）

橋本智：准教授（国際センター）

竹内光恵：国際プランナー・特任講師（国際センター）

ソシオテクノサイエンスコース

村上理一：教授（ソシオテクノサイエンス研究部）

Koinkar,PankajM.:助教（国際連携教育開発センター）

張東岩：助教（国際連携教育開発センター）

事務局

岡崎

藤川

村鐸

浅田

藤村

房述：国際課長

王男：国際課国際交流係長

普恵：国際コーディネーター・医学部長補佐

沢：国際連携教育開発センター教務補佐員

悦子：国際課国際交流係事務補佐員

※本報告書の中にある職名はプログラム実施当時のもの
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